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　野良猫問題を地域で解決!! 平成19年3月3日（土）
地域センターで。（写真右） 
　新宿区保健所も他と同じに、地域ねこ対策の「野
良ねこの保護(捕獲)の現場」には人手を出せません。 
　地域ねこを進める区民と同じ目的で行う町会の
集会などでの説明会には、役所から職員が出向い
て解説しています。 
　区では野良ねこの手術や通院のノウハウを区民
に伝え、また区民に貸し出す用具も用意し、地域
に根付く地域ねこを目指しています。 
　例年の個別ご相談で多いのは、他の区の方から
の「役所に話しても無駄！」です。新宿区民でし
たら、このような相談をだれでもいつでも保健所
窓口で受けられますから「役所が地域ねこにも熱
心なことを初めて知った！」…に変ります。 
　『役所からはお金も人も出せない。』という役
所の立場が、「役所は相談の受け皿にならない」
と思わせる原因のようです。役所に寄せられる相 

にゃんにゃんセミナーin板橋・成増 
http://nyanko.circle.ne.jp/cn/tkmr/index.html

http://nekodasuke.main.jp/cn/snj/4sem.html

　「地域が主体となって行う地域ね
こ活動」を皆さまにお知らせしようと、
にゃんにゃんセミナー・地域ねこ説
明会を行いました。（写真右） 
　平成19年5月6日（日）、説明会の
ほか相談会、パネル展です。地域の
町内会掲示板をご覧になった方や、
子供達も社会学習に揃ってご来場です。 
　会場ではいろんなことがありました。
これからは区とも協働する「地域ねこ」が動き始
めます。先々にさまざまな問題は山積ですが、地
域のねこをまもる動きが世間にも知られ始めました。 

ねこ苦情ご相談・地域ねこ対策ご相談　新宿区 

　いつかどこかで、どなたかの少しの勇気が、多
くのねこたちの市民権獲得になるのでしょうか？
人と動物との関係づくりが進みます。 

談の第一番は、『野良ねこが居るので困る』です。
その次が『繁殖制限手術費の補助と、ねこの保護（捕
獲）の出動と、ねこ嫌いに説得をして欲しい』の
ようです。 
　区民に応対する新宿区保健所の「地域ねこ対策」
相談窓口を使えない皆さまには、ねこだすけでも
ご相談に応じています。 
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　テレビ番組、「とことん 
はてな」で、地域ねこボラ 
ンティアが紹介されました。 
　平成19年4月15日放映。 
（下の写真） 

　インタビュー取材中（上の写真） 

 



 

猫との暮らしを考えるセミナー 
神戸市灘区 

［地域猫・地域ねこ・ちいきねこ］ 
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http://blog.livedoor.jp/chiikineko/

地域と猫の共生をめざして 
卒業論文 　　　　　　　　　昨年から卒論テーマの取材かた
がた、地域ねこボランティアのお手伝いもしてた学
生さんが、出来上がった卒論を届けてくれました。「地
域と猫の共生をめざして・行政と地域の協働体制の
確立についての一考察 」（左下の写真） 
　所属学部の卒業論文賞に担当教官に推薦されました。
『（推薦文の一部を引用）地域住民が主体的に取り
組んで課題を解決しようとする「地域猫」の活動を

詳細に分析し、ペット問題の
みならず、高齢化社会および
地域における「権力と参加」
の課題をも視野に入れた展望
を行っている。』優秀賞を受
賞しました。「地域ねこ」が
次世代に浸透することを願い
ます。 

　街ぐるみでねこをまもる?町会長さんに呼び止め
られました。「恒例の春の行事に、地域ねこも参加
しませんか？」町会でワゴンセールや屋台、フリー
マーケットなどを行うのです。 
　「地域ねこ」を近隣住民に知らせる難しさも感じ
ていました。野良ねこのお世話をしていても、不妊
去勢手術に思いの進まないねこ好きさんも多い地区
です。野良ねこ迷惑苦情も届きます。 
　速断即決しましたが、だれとだれが何を用意して、
どのように参加すればよいのでしょうか？町会はテ
ーブルや椅子を用意してくれます。フリマや仔ねこ
の譲り渡し先募集では、地域ねこの解説に目が向か
なくなってしまいそうです。 
　地域ねこの解説パネルを展示して、ペーパー資料
を配付しながら、対面のご案内スペースを計画しま
した。 
　『この地区では地域ねこ対策が行われています。』
『地域ねことは、こんなこと。』『地域ねこにご参
加いただける、地区の有志の皆さま募集中!!』『ど
うぞお気軽にお立ち止まりください。』…おおむね
そのような内容のパネルも作りました。 
　4月1日（日）『早稲田鶴巻フェスティバル』です。
大勢の皆さまにお立ち寄りいただきました。休日の
公務外にもかかわらず役所の担当官もブースで解説
係りです。年輩のお母さんとのご家族連れや小さな 

お子さま連れ、お若いカップルなど、足を止められ
た皆さまはさまざまでした。 
　夕方になって、参加を誘ってくれた町会長さんが、
「どうだった？来年もやる？」。後片付けのスタッ
フ一同「是非次回もお願いいたします。」。終わっ
てみるとそんな結果のフェスティバルでした。 
　地道ですが、地区に根付く地域ねこを目指してい
ます。（下の写真） 

にゃんセミの一般参加席に、と
きどきお見かけする行政マンがいます。地域ねこを
所管に持ち帰り、市民と地区の住民と協働しながら、
地域ねこのサポートを役所も行っています。 
　何度かの市民合同ミーティングを経て、本格始動
は今年に入ってからです。 
　TRN（野良ねこの保護・捕獲／手術／返還）を
行う市民と地区の住民などとのすべてと役所が協働
できている訳でもありません。地域ねこを「地区の
住民活動」と位置付けるとき、役所も市民と協働し
易くなります。 
　逆にいくら熱心な市民の活動でも「個人活動の
TNR」と判断されるとき、多くの公平な立場の市
民からは、個人行動への支援や助成などを公益性に
欠けるとみられることも多いのです。 
　どこの役所も似ていますが、例え役所の担当者が 

鶴巻フェスティバル 

　　　　　　平成19年2月19日からセミ
ナー当日まで、灘区役所1階特設会場で地域ねこパ
ネル展を併催。ねこだすけの地域ねこパネルや、神
戸市より地域猫モデル地区に指定された灘区内の町
会のパネルなどを展示。 
　神戸市保健福祉局では「地域の猫について考えよう！
＝地域ねこってなぁに＝」をタイトルにしたリーフ
レットを配布しています。 
　2月24日（土）のセミナー当日は、神戸市の担当
者がプロジェクターを使って、ねこの歴史や習性や
生態本能の他、地域ねこ対策の有効性や地域ねこ対
策の進め方などを分かりやすく解説しました。 
　ねこだすけも実践的な「地域ねこ」の解説やパネ
ルディスカションに参加。（下の写真） 

このページ内容の速報は…ブログ 
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